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データ分析からのWEB制作やってます

転職前は、富士ゼロックス海老名工場でテストスーパーバイザーやら

NEC移動通信（新横浜）、Sony Ericsson（品川）、NOKIA（目黒）等

で試作機のバグの管理等を仕事としてやっていました。

http://neozest.jp
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● その1：Excel でのデータ分析はピボットテーブルを使う。

簡単にデータ一覧を集計可能！



● その２：項目をつける。

ピボットテーブル作成時にエラー発生してしまう。



● その３：全てのデータにナンバリングする。(またはIDをつける)

データの個数を集計する場合必ず何らかの

値が入っている項目が必要。



● その４：元データを直接操作しない。

データを直接操作すると、修正が発生した時に困ることが

あるので空の列を挿入し、関数を使ってデータを操作する。



● その５：データが多い場合、数式の形で保存しない。

大量の数式を保存するとファイルが重くなり、ファイルを開く際に

時間がかかるので、数式が入った列は「値」を上書きコピーしておく。

貼り付けオプションで「値」を選択。



● その６：表記を統一する。

同じ意味合いであっても表記が違うと、ピボットテーブル作成時に

別のデータとして集計される。



● その７：ひとつのセルに複数の値を入力しない。

ひとつのセルに複数の値が入力されていると、

ピボットテーブル作成時に別のデータとして集計される。


